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　広報たなべ　令和 8年 4月号 2

人件費　職員等に支払われる経費
93 億 2,384 万 7千円（19.5％）

物件費

扶助費

維持補修費

積立金　基金の利息等を積み立てるお金
予備費　突発的な事態に備えたお金
1 億 5,234 万 1千円（0.3％）

公共用施設の維持管理のため
の委託や、市役所内の事務用
品の費用等

71 億 690 万 7千円 (14.9％)

災害復旧事業費

投資及び出資金貸付金　投資や出資に係る経費
7 億 146 万円（1.5％）

繰出金　一般会計から特別会計へ支出される経費
39 億 2,053 万円（8.2％）

個人や団体に対する負担金・補助
金や建物の火災保険料等

38 億 3,065 万 9千円（8.0％）

国や県、銀行から借りたお金・
利子の返済金

47 億 6,866 万 6千円（10.0％）

公債費

公共用施設等の維持・
修繕費

8 億 5,615 万 9千円（1.8％）

子どもや高齢者等の福祉向上のための経費
96 億 4,465 万 5千円（20.2％）

補助費等

（補助）

普通建設
事業費
道路や建物
等の建設事
業費

56 億 822 万 5千円（11.7％）

17 億 7,655 万 1千円（3.7％）

（単独）

災害で被害を受けた
施設等の復旧費

1 億 1,000 万円（0.2％）

消費的
経

費
（
64.4％

）

投資的経費
（15.6％）

その他経費
（20.0％）

歳出

自主財源（25.9％）

依存財源（74.1％）

市債

市税

分担金及び負担金　
特定の事業の受益者や養護老人ホーム等
の利用者に負担してもらうお金

地方交付税
寄付金、繰越金、諸収入　
20 億 1,365 万 1千円（4.2％）

（県）
40億 4,653 万 1千円（8.5％）

国庫支出金・県支出金

その他
34 億 5,825 万円（7.2％）

財産収入　
市の財産の貸付けや運用による収入
1 億 8,967 万 3千円（0.4％）

繰入金

市民福祉の向上を目的に行う事業の経費を賄う
ため、市民の皆さんから納めていただくお金

1 億 6,594 万 4千円 (0.4％)

83 億 3,324 万 8千円（17.4％）

所得税等の国税が一定割合
で地方に交付されるお金

157 億 5千万円（32.9％）

（国庫）
61億 9,152 万 2千円（13.0％）

学校建築や道路整備、福祉サービス等
に対し、国や県から支出されるお金

使用料及び手数料　
施設の使用者や特定のサービスの
利用者に負担してもらうお金
6 億 4,973 万 8千円（1.4％）

学校建築や道路整備等、一時的に多
くのお金が必要となる事業のために
長期間にわたり借入れするお金

他会計から移動させた経費や基金を
取り崩したお金
10 億 2,344 万 3千円（2.1％）

59 億 7,800 万円（12.5％）

歳入

令和8年度一般会計は 478 億円
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特別会計及び公営企業会計
特別会計は、一般会計とは別に、特定の目的
のために設けられた会計です。公営企業会計
は、地方公営企業法の適用を受ける公営企業
の会計です。

特別会計 金額 増減率
（％）

国民健康保険事業 86億 5,447 万４千円 -3.3

（事業勘定） 86億 2,888 万７千円 -3.3

（直営診療施設勘定） 2,558 万７千円 1.9
後期高齢者医療 24億 1,895 万円 4.0
介護保険 97億 3,006 万円 -0.6
分譲宅地造成事業 65万１千円 -7.0
診療所事業 ３億3,510 万６千円 -0.5
駐車場事業 989万５千円 -37.5
木材加工事業 ３億5,700 万円 -7.5
四村川財産区 4,157 万５千円 -1.7

合計 215億 4,771 万１千円 -1.3※表中「増減率」は、令和 7 年度比です。

公営企業会計 金額 増減率
（％）

水道事業 31億 18万 2千円 -49.2

下水道事業 7億 1,633万 3千円 -4.1

合計 38億 1,651万 5千円 -44.3

詳細は右記二次元コードまたは
ホームページからご覧ください　ID　625各税の充当事業内容

主な充当事業 事業費
森林経営管理制度運用事業 3億 2,267 万 3千円
林業専門職員の雇用 578万 3千円
小・中学校教室床等木質化事業 2,850 万円
その他 8,364 万 5千円

合計 4億 4,060 万 1千円

森林環境譲与税

森林の持つ公益的機能を維持・発揮するための森林
の整備とその促進に関する施策の財源として譲与さ
れます。

歳入：４億4,060 万 1千円
（うち 1,926 万 6 千円は森林環境譲与税活用基金
繰入金等によるもの）

二次元コードの対象ページ（PDF）：145ページ

区分 主な充当事業 事業費

社会福祉・児童手当・障害者福祉扶助費 110億 6,498 万６千円

社会保険・国民健康保険事業特別会計繰出金 38億 1,386万 2千円

保健衛生・予防接種事業 17億 4,933 万５千円
合計 166億 2,818 万３千円

地方消費税交付金（うち社会保障財源化分）

消費税率の引き上げ分の地方消費税収（地方消費税
交付金を含む）は、社会福祉・社会保険・保健衛生
などの社会保障施策に要する経費に充てることが定
められています。

歳入：11億 6,630 万円
二次元コードの対象ページ（PDF）：143ページ

目的税
一定の政策目的を達成するために使途を限定し課税します。

区分 事業費
都市計画事業 7億 1,738 万 8千円
地方債償還額 ３億2,935 万 8千円

合計 10億 4,674 万 6千円

■都市計画税　歳入：3億 4,077 万５千円
区分 事業費

環境衛生施設の整備 １億1,600 万 3千円
消防施設等の整備 １億2,754 万 9千円
観光施設の整備 350万円
観光振興 5,102 万円

合計 2億 9,807 万 2千円

■入湯税　歳入：5,241 万 8千円

都市計画法に基づいて行う都市計画事業等に要する
費用に充当しています。

入湯税は表の各事業に充当しています。

二次元コードの対象ページ（PDF）：144ページ
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　第 2次総合計画（後期基本計画）に基づき、
各種政策を着実に推進していきます。

　　な事業主

南方熊楠顕彰館開館 20 周年記念事業　200 万円
記念講演や熊楠研究者による連続講座などを行います。
紀南文化会館改修事業　23 億 5,382 万 3 千円
老朽化が進んでいる施設の改修工事を行います。

政策

人

政策

安全
ハザードマップの作成　1,440 万円
津波や高潮によるリスクを把握し、浸水時の避難に役立てるために、
ハザードマップを作成します。
被災者生活再建支援システム整備事業　242 万円
県の一括調達事業に参画し、システムで調査・証明・台帳業務を効
率化します。
住宅耐震改修事業費補助金　8,066 万円
耐震診断の結果、地震で倒壊するおそれがあると判定された住宅の、
耐震改修や解体の費用を補助します。
緊急銃猟実施体制整備事業　270 万円
人の生活する地域に危険な鳥獣が出没した際、市民の安全を守るた
め、緊急的に銃器を用いて捕獲等ができる体制を整えます。

奨学金返還支援助成金　360 万円
市への移住定住促進のため、最大 5年間、奨学
金の返還金を助成します。
二地域居住者等お試し滞在施設整備事業

　928 万円
二地域居住などを進めるため、市内での暮らし
を体験できる「お試し滞在施設」を整備します。
新規就農者農機具購入支援補助金　380 万円
規模の拡大や作業の効率化に役立つ農機具の購
入費を補助します。
労働力・担い手確保に向けた取組

　1,040 万 2 千円
新たに製炭業や漁業に就業する方に、研修費用
などを支援します。

創業及び事業規模拡大支援補助金　1,100 万円
中心市街地を重点区域として位置付け、区域内
で新たに事業を始める方や、事業を拡大する方
に対して支援します。
新規創業者支援補助金　600 万円
市内で創業する方を支援します。
吊橋を活用した誘客促進事業　100 万円
吊橋を新たな観光資源とし、「日本一吊橋が多
いまち」として全国に向けて発信し、観光客の
増加につなげます。

政策

活力
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計画
推進

字幕表示システムの導入　341 万円
本会議映像に字幕を表示し、聴覚に障害がある方や聞こえに不安を感じる方が傍聴
しやすくします。
デジタル広報紙の導入　129 万 3 千円
より多くの方が読みやすいように、スマホでも読みやすく、音声読み上げや翻訳な
どができるデジタル広報紙を導入します。
田辺らしい自治のあり方研究事業　184 万 3 千円
地域や社会の変化に合わせて、住民が自分たちで決めて進めていく「田辺らしい自
治のあり方」の研究を行います。
行財政改革の推進　
第 3次行政改革大綱の策定と行政事業レビューに取り組みます。

ケーブルテレビ・インターネットサービスの高度化、民間移行　3億 7,800 万円
龍神・中辺路・大塔地区のケーブルテレビ・インターネットを将来にわたり安定提
供するため、民設民営方式に移行します。
太陽光発電設備・蓄電池導入支援事業補助金　984 万円
地域の脱炭素化を進めるため、太陽光発電設備などの設置費用を補助します。
道路整備事業　7億 8,952 万 2 千円
市道神子浜 8号線と目良線を整備します。
扇ヶ浜団地建替事業　3,511 万 6 千円
老朽化が進み更新時期を迎えている扇ヶ浜団地を、移転し建て替えます。 

政策

快適

重層的支援体制整備事業　3億 9,567 万 2 千円
複雑化・多様化する市民の生活課題に対応するため、福祉サービスを一体的に支援
する体制を整備します。
健康増進・健診事業　9,382 万 9 千円
事業を拡充し、市民の各種がん（胃・大腸・肺・子宮・乳がん）　検診の自己負担を
無料化します。
訪問介護サービス確保対策事業費補助金　1,500 万円
高齢者が地域で安心して介護サービスを受けられるよう、訪問介護事業所の運営経
費を補助します。

政策

安心

子ども医療費　2億 5,500 万円
18 歳までの子どもの医療費（自己負担分）を助成します。
公立認可保育所照明器具 LED改修事業　470 万円
公立保育所の全ての照明器具を、LED に取り替えます。
母子健康手帳のデジタル化　513 万 8 千円
乳幼児等の予防接種の手続きが、オンラインでできるようになり
ます。 
小中学校給食費無償化　2 億 6,877 万 7 千円
市立小中学校の児童生徒の給食費を無償化します。

政策

希望


